



A Symbolic Terakoya ― Kiseki Ken in Nagasaki
Shirosuke　MASUDA
　序
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いわゆる
　今から言うと十数年以前の事にもなろうか，旧長崎奉行支配の所謂昇天領内の寺子屋・
奇石軒の子孫の笹山家の方々が現存して居られると聞いて，おたずねしたら関係文書は全
然ないというお答えで，その調査もそれ切りになってしまったことがある。
　所が最近，私の妻の姉，野田兀子が笹山筆野さんに書道をお習していた縁から，姪の野
田道子の在スペイン記念のデッサン展の長崎県立美術館会場での義姉の紹介で，笹山筆野
さんに私が上記の事を御挨拶がわりに申し上げたら，笹山さんが申される事には，此頃，
蔵を整理していたら，色々のものが出て来て，その中に寺子屋関係のものも多数出て来た
と申され，それが必要だったらお貸ししていいですよと申されるので，早速お借りし，見
せて戴いた。
－後で紹介するように『日本教育史資料』には笹山繁氏の「奇石軒」が記載されているが，
開業，教師，生徒，生徒，調査年代のみであり，これ以外の事は不明である。それら不明
な箇所を補完するような部分が今回見せて戴いた資料の中にあったので，これらの諸資料
から読みとれる限りのことを読みとって紹介してみたいと思う。なお，論文中の写真は，
勿論，笹山筆野さんのお許しを得て撮影，掲載したものである事を断っておく。
　一．旧天領の寺子屋
　文部省蔵版，明治二五年出版の『日本教育史資料』は，日本全国の私塾・寺子屋などの
基本史料となることは専門家には周知のことであるが，最近の研究によれば，資料に挙げ
られた私塾・寺小屋などの数は訂正を迫られているようである。例えば，長崎県下のこれ
らの数に関しては，その訂正増補の研究が長崎大学教育学部各誉教授　熊谷忠泰氏の研究
（教育学部研究紀要に発表），特に教育学部教授　外山幹夫氏の本格的研究書『長崎県の
教育史』（昭和五九年出版）の如きがある。このように，長崎県のみでも以上の通りであ
るので，前記『日本教育史資料』は，全国的には現在，随分訂正を要するものとなってい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いわゆる
ると思われるが，本研究の範囲内では，詰り，旧長崎奉行所支配の所謂旧天領内の寺子屋
に関しては訂正の必要もなさそうなので，この事も予め断っておきたい。
　『日本教育史資料』八　の資料は，『長崎県教育史　上』（昭和一七年出版）にもそのま
ま転載されているが，それをそのまま必要な限りのものを表示すると以下のようになる。
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　名　称
木下家塾
有吉私学
学思軒
八尋私塾
鳳舞軒
現香書屋
鳳三軒
奇石軒
静寿軒
摩羅軒
下　　料
習字・読書
　同　上
習字
同上
同上
同上
算術・習字
習字
習字・素読
数学
習字・読書
所在地
本大工町
銅座町
引地町
西上町
八幡町
馬町
東中町
増　　田　　史郎亮
開　業　　廃　業
嘉永五年
　天保五年
　安政年間
　同六年
天保一四年
　本石灰町　天保元年
　小川町　　　同八年
勝山町　　同六年
桜　町　　文化二年
　寄合町　天保一五年
　本甲町　　慶応三年
榎津町　　　同年
　築町　　天保一五年
今町町　　慶応三年
新橋町　　安政六年
出来大工町　慶応三年
　銀屋町　天保一四年
　八幡町　　明治六年
　大黒町　天保一三年
　万屋町　　同一五年
　浦五島町　同
男女
　　　　調査年代
生徒
明治八年男一三〇明治五年
明治五年一
同一五年男
　同上　男
嘉永七年男
男　九〇
　　五〇
　　二〇
　　七〇
同四年
同五年
同四年
同上
　　　　　　　　　　　五〇嘉永二年
嘉永元年万延元年貴≡8万延元年綱鯖
　　　　　明治四年前一一〇天保一四年松尾丁重
　　　　　　　　｛罪艶嘉永七年笹蟹
　　　　　明治六年男四〇〇慶応元年　渡辺一郎
　　　　　同上四年男一八○天保元年　勝木頑輔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀吉郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　金子熊四郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　渋谷平太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　志形民助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡村信兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤墜下助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　西村文次郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　松下文平
　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳永源次郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤栄八郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　松屋篤次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　太田嘉平太
習字師氏名
木下復七郎
有吉猪作
太田寿吉
八尋雅二
太田哲次郎
春頑介
　以上が旧天領下の寺子屋の全体である。以上見るように，ここには寺子屋は全体で二三，
その中，一二は所在地・開業年月・経営者が判明しているだけで，他の事項は不明である。
廃業・男女生徒・調査年代，身分まで判明しているのは一一だけである。開業年月の最も
早いものは文化二（一八〇五）年の囎涛軒，次いで天保年間一一，嘉永年間二，安政年間
三，慶応年間四，明治年間一である。廃業では明治時代まで続いたもの七で，そのうち木
下家塾の明治八（一八七五）年の廃業が一番遅く，他は嘉永・万延までがそれぞれ一つあ
る。継続年数では松尾頑重の寺子屋の四二年を筆頭として，三九年・二四年がそれぞれ二，
一三年・一二年がそれぞれで永続的なものが多かった。学科では一早筆のものが七，二科
制のものが四，習字を課しているもの九，読書を課しているもの二，算術・数学・素読それ
ぞれ一となっている。習字を学ぶかたわら読書作文を習うのが例であるが，これは他の地
方と大差ないものであった。習字教材としては男子には，いろは往復文・六諭術義・商売
往来・曽我状・弁慶状・商家摘要・長崎雑誌・無心所着・今川状など，女子には，いろは
往復文・孝順父母・女大学・女今川などが与えられ，それらは師匠自らがその手本を書い
たものであった。授業は午前中で終わり，帰宅の際は，男は小謡・女は百人一首を詠むの
を例とした。謝礼は七月・十二月の二回に納め，師匠は七夕の際に寺子に饗応した。師匠
はすべて男子であることは勿論の事として，その身分が硯香書屋の春頑助が地役人である
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のを除くと他は皆町人（その身分の判明せるのみであるが）で，この点は県下各地にも見
られない特色である。寺子は旧天領下の商家の子女で，大抵六・七才で寺入をした。この
ほか男児が別に算術の塾に通い，女児は仕事屋という裁縫を教える一種の学校に通い，或
いは検校・瞥女などについて琴・三味線を学び，長じて寺子屋を卒業すれば，当地の歌人・
茶湯・生花の宗匠などについて各自の好みに応ずるものを修めて婚期を待つというのが女
子の普通のコースであったようである山。
　なお，以上に関連して，算術教授にも触れておく必要があろう。というのは，この点に
ついても，旧天領は特色をもっていたからである。先の表を見ると，算術を習字と併わせ
教える三山軒一軒と，数学のみ教える静寿軒が一軒とあるのみであるが，今回の奇石軒の
調査で，ここでも算術を教えていることが判明したので，算術を教えていたのは計三軒と
なる。下の写真（一），（二）にそれぞれ算術科表，算術と見え，写真（三）に素読，手習と見える文
字を併せ読むと，奇石軒が上記の表にあるように習字，素読のみでなく，算術も教えてい
たことが判る。但し，その算術も写真（二）に見えるように数字，加減乗除利息算などとあ
るように初等数学であったと考えられる。
　　　　（一）　　　　　　　　　　　　（二）　　　　　　　　　　　　（三）
　算術教授の内容は計算・見一・掛割・利息などで，師匠自ら，あるいは高弟の書いた算
術帖を与えたものである。また時折，塾や門人の家を持廻りして「二会」という加減乗除
の速算競争会を開いたという。優勝者は算会誌（当日の問題集でもあった）を得るために
互いに相争った。この算術や数学が盛んであったことは，鳳山軒が男一一〇，女三〇，奇
石軒が男三四六，女一五〇，特に静寿軒が男四〇〇の寺子を集めたことからでも推察でき
よう。この数学，算術，珠算，算盤の流行は旧天領の特色であったと言ってよかろう。私
は随分，以前，本学部紀要に長崎における算盤に関する論文を発表したことがあるが，そ
の中で述べたように，算盤は一六・七世紀ごろ，三明貿易の際，商人の手で当時の港町で
あった長崎と泉州堺あたりに入って来たと考えられ（私は長崎の方が早いのではないかと
確か推測したが），実際算盤が桜町，銅座町で作られ，銅座算盤として有名であったこと，
そして其の算盤は中国算盤を日本化したものであったのである。私が実際に見たのでは，
　　　　　　　　　　　　　　まるみ
中国算盤は算盤の球が○，詰り円味を帯びているのに対し，長崎のそれは，その球の形を
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今の形にして中心に向かってつくってあり，弾き易いようにしたものであった。長崎人の
そういう創意工夫が加つたものであった。正保二（一六四五）年出版の『毛吹草』による
と，＋露盤の生産地として長崎と摂津が挙げられているが，長崎は次第に雲州算盤に圧倒
されて行ったことも前記の論文で私が述べた所であるが，それは算盤の材料となる竹の方
はまだしも，櫟は長崎では材料難に陥ったからではなかろうか。なお，静寿軒の渡辺一郎
は多数の生徒に同時に学習せしめるのに至便な一種の教授用の算盤を作り，世に「長崎の
長算盤」と喧伝されたともいうが，後年，彼は東大の数学の教授にもなった（2）。慶長八（一
六〇三）年，長崎耶蘇会出版のラ・ポ・日辞典（ラテン語一ボールトガル語一日本語辞典
で昭和五六年，岩波出版の邦訳　日葡辞書がそれである）に「そろばん」の文字があるの
は，よく知られたことである。この辞書の言葉は京都以南，九州の言葉を入れたものであ
り，長崎耶蘇会の出版であることを考えると，この「そろばん」なる言葉も長崎に関係あっ
たと考えていいであろう。　　　　　　h
　ところで，寺子一〇〇名以上を数えた寺子屋を列挙すると，先に挙げた鳳山軒，奇石軒，
静寿軒のほかに木下家塾と松尾頑重の寺子屋の五軒であった。『長崎県教育史　上』によ
ると，こういつた大規模の寺子屋の多くは「二階建で，屋舎も大きかった」らしく，本稿
で問題にしている奇石軒は最盛期は男四〇〇名，女三〇〇名であったという（3）。乙竹岩造
氏の『日本庶民教育史』や前記『長崎県教育史　上』によると，以上のような大規模かつ
内容の充実した寺子屋をもっていたのは九州に例のないのは勿論，全国においても江戸・・
大阪・名古屋・堺以外には稀有のことであった（4）。
　以上段々に述べたように，旧天領の寺子屋の師匠が殆んど町人で，数学・算術・算盤
が盛んであったこと，大規模な寺子屋が多かったことが其の特色として挙げられよう。
こういつた寺子屋の諸特色は，港町・貿易都市，奉行の町でありながら町人の町である
という町の性格・商人層の拍頭，かまど銀・箇所銀に象徴される一般庶民の富裕化に伴
う長崎町人の必然的な教育的諸要求によって生まれ，それに対応したものであったと言
えよう。
　二．奇石軒の特色
　奇石軒が旧天領の寺子屋の諸特色をみな具備していた事は，今まで段々に説明した通り
であるが，習字・素読に算術を加えていたこと，開業も古い方に属し，其の大規模さは最
盛時には男四〇〇名，女三〇〇名を数えていたというから，しかも女児を収容していたの
は，三山軒と此の奇石軒のみで，他は皆男児のみの収容であったということを考えると，
奇石軒は特色ある寺子屋のさいたるものであると言えよう。筆者が英訳で象徴的寺子屋と
したゆえんである。
　なお，上記の写真（三）にあるように奇石軒では，素読には三字経，孝経，大学，中庸，論
語，孟子などを用い，手習では伊呂波・往来物などを用いたことが判る。写真←）によれば，
女児には伊呂波，数学，名頭，町尽，孝順父母などを教えたことが判る。なお，写真（二）に
よると，一・六の日が休日，四・九の日は作法，二・七の日は輪読，三・八の日は算法・
輪読などを割りふり，日課は午前六時より手習，午前九時より一二時まで小謡など読み習
い（傍に小さい文字で算術とあるので，それにあてる時もあったろうか），午后一時まで
休憩，午后五時まで素読・算術とある。
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　ところで，この奇石軒の廃業年月は表では空欄になっていて不明であるが，今回の新し
い資料でもそれに関しては不明のままであった。但し，資料の中に明治六年五月の日付と
共に第四代長崎県令　宮川房之の名前を書類の原稿らしいものにメモ的に書いているもの
があり，下等小学教則などを丹念に筆写しているのがあり，下等小学教則が出たのが明治
五年十月であることなどから考え併せると，明治六年五月頃の奇石軒の経営に関し，何等
かの変更を加えようとしたのではないかと推測され，と同時に，少くとも，この明治六年
の五月までは奇石軒が維持されていた事が推定される次第である。因みに県令宮川房之は
明治四年一月一七日より明治九年五月二三日まで在任した。写真（四）は願書らしい書類の末
尾に書かれた笹山繁氏の署名である。これまで述べて来た事に関する何かのってになろう
かと思って念のために末尾に付した。
　　　　（四）
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　　　　　　　　　　　　註
（1）内山克己編『長崎県教育文化史』　昭和41年　p．47
　　～P．48
（2）『長崎県教育史　上』　昭和17年　p．49，『長崎県人
　　物伝』
（3）『長崎県教育史　上』　p．29
（4）乙竹岩造『日本庶民教育史』　p．722～p．723，『長崎
　　県教育史　上』　p．29
付記
　本稿を書終える頃，本学部外山教授より鳳山軒関係の資
料が長崎市立博物館にある事，それを本学部教授三野栄治
氏が数学という御専門の立場から調べて居られる事をお聞
きした。後日，筆者は外山幹夫教授，三野栄治教授より，
以上の事に関し，御教示願えることを楽しみにしている。
　　　　　　　　　　　　　　　（昭和61年10月31日受理）
